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はじめに

・科学技術や文化の急速な発展によって、様々な用語
について調べる機会が増えている

↓

こうした調べものを支援するツールに辞典や

検索エンジンがある

・検索された情報は統制され
ていないため質が低い

・未収録語が調べられない
ため情報量が少ない

短所

・情報量が多く新語に対応で
きる

・人手で情報が統制されて
おり質が高い

長所

検索エンジン辞典



はじめに(2)

↓そこで、、、

・辞典と検索エンジン両者の長所を統合するこ
とで、Web上の雑多な情報から説明情報を抽
出し、様々な用語に対する説明を辞典のよう
に構築する研究を行っている

・本研究は、ある用語に関する多面的な説明情
報を生成するために、Web上の雑多な情報
を「説明の観点」に基づいて分類する手法を
提案する



用語説明の観点

・動物名では「分布」、「形態」など「病名」では
「診断」や「治療」などと用語の種類によって
観点は異なる

↓そこで、、、

-人手で作成されたフリー百科事典Wikipedia
から用語の種類ごとに観点を抽出し、用語説
明のモデルを生成する

-さらに生成したモデルを使用して、Web上の
雑多な情報を観点に分類する



用語説明の分類手法

・概要



用語説明の分類手法(2)
・用語の種類によって説明に必要な観点が異なるため、
「用語分類」と「観点分類」の二段階で分類を実行する

-どちらの分類もサポートベクターマシンを使用し、One
vs Rest法を用いて多値分類に拡張した

・用語分類
→SVMのスコアが高い用語の種類にテキストを分類す
る

・観点分類
→分類された用語の種類に対応する観点候補のいず
れかに分類する
例:「動物名」→「分布」、「形態」など

「スポーツ名」→「ルール」、「用具」など



用語の種類に応じた記事の収集

・記事の収集はWikipediaの記事に付与されて

いる「カテゴリ」を使用する

・Wikipediaに付与されているカテゴリの単位と、

一般的な用語の種類が必ず一致するとは限
らない

→収集する用語の種類に対応するカテゴリを
目視で特定した



用語の種類に応じた記事の収集（２）



用語説明のモデルの作成

・用語に応じた観点を設定するため、Wikipediaの「セ

クション」を利用する
-収集した記事から50件以上の用語で使用されてい

るセクションを観点とした

(50件を超える説明情報が得られない用語の種類は、使用頻度が高い
3件のセクションを観点とした)

・以下のセクションは説明の観点として不適切であると
判断し、削除した

概要、概説、概論、備考、脚注、出典、その他、外部リンク、関連、関連

文献、関連図書、関連書籍、関連事項、関連記事、関連項目、関連リン
ク、関連カテゴリ、参考、参考書籍、参考文献、画像



用語説明のモデルの作成(2)

・ChaSenを使用し、観点ごとの説明情報を形態

素解析する

-観点分類の素性

名詞、動詞、形容詞、形容動詞、アルファベット、未知語

-用語分類の素性

上記6つ、用語に含まれる単語(用語自体も形態素解析する)

・素性の値は全て1とした



テキスト分類の実行例

・「ハクビシン」をYahoo!で検索して得られた上
位100件のスニペットを分類した

・括弧内の数字は左から順に、「該当する観点
に正しく分類された件数」、「該当する観点に
分類された件数」、「Yahoo!検索における順

位」であり、太文字が観点に対応する記述で
ある



テキスト分類の実行例(2)



評価実験

・本研究の目的は、Web上の雑多なテキストを分類す
ること
↓しかし

今回は「整った」テキストであるWikipediaの記事を
分類し、その正解率を評価した

・収集した記事をセクションごとに分割したテキストを1
件のデータとした

・5分割の交差検定によって用語分類と観点分類の正
解率を計算し、結果を以下の表に示す



評価実験(2)



おわりに

・Wikipediaから用語説明モデルを生成し、web
上のテキストを説明の観点に基づいて分類
する手法を提案した

・現在：テキストを分割せずに分類している

→複数の観点が混在し、重複する場合がある

・今後：文などの単位で分割して分類することで、
冗長性の少ない説明を生成する必要がある


